
【目的】

マルチブラケット装置で固定源を利用して矯正

治療を行うにあたり，様々な工夫が行われてき

た．しかし，固定源の移動を抑えて矯正治療の目

標を達成するために，ブラケット−ワイヤー間の

摩擦力を増加させることで，固定源を強化するこ

とが可能となるが，サンドブラスト処理を応用し

た固定源の強化については検討されていない．そ

こで我々は，固定源の強化を目的として，サンド

ブラスト処理を行ったワイヤーとブラケットの間

に生じる摩擦力を引き抜き試験により，検討する

こととした．

【試料および方法】

まず，サンドブラスト処理条件を決定するた

め，サンドブラスト処理距離の違いによる金属板

表面粗さの検討，およびサンドブラスト表面処理

を行ったワイヤーの表面粗さの測定を行った．サ

ンドブラスト処理条件は，処理距離２０mm，処

理気圧０．４MPa，処理時間４秒×４方向，処理方

向はワイヤー長軸に対して垂直に決定した．

次に，術者および結紮の違いによる摩擦力の違

いを検討するために，万力で固定したアクリル板

に接着固定された矯正用０．０１８インチステンレス

スチールスタンダードブラケット（以下，ブラ

ケット）に，ワイヤー試験片を矯正用リガチャー

ワイヤー（以下，結紮用ワイヤー），および矯正

用エラスティックモジュール（以下，結紮用モ

ジュール）で結紮した．２種類の結紮は矯正歯科医

１１名によりそれぞれ５回ずつ行い，万能試験機に

よる引き抜き試験で摩擦力を計測した．試験条件

は，速度１．０mm/min，距離２．０mmとした．術

者および結紮方法の違いによる摩擦特性は二元配

置分散分析を用い，術者内の結紮方法の違いによ

る摩擦力の均一性は相対標準偏差および t検定を

用いて統計分析を行った．

ワイヤーへのサンドブラスト処理は予備実験で

決定した条件により，矯正用ワイヤーの０．０１６イ

ンチ丸型ステンレススチールワイヤー（以下０１６

SS），０．０１６インチ丸型ニッケルチタンワイヤー

（以下，０１６NiTi），０．０１７×０．０２５インチ角型ス

テンレススチールワイヤー（以下，０１７×０２５

SS），０．０１７×０．０２５インチ角型ニッケルチタンワ

イヤー（以下，０１７×０２５NiTi）の４種類に各５

本ずつ行い，行わないもの５本をコントロール群

とした．ワイヤー試験片の結紮は結紮用モジュー

ルを用いて１人の術者が行った．ブラケット−ワ

イヤー間に発生する摩擦力の計測は，結紮の違い

による摩擦力の実験と同じ方法にて行った．ワイ

ヤーへのサンドブラスト処理の有無によるブラ

ケット−ワイヤー間の摩擦力の比較は t検定を用
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いて統計分析を行った．

【結果および考察】

結紮用モジュールの摩擦力は平均１０１．１±１１．１

gf，相対標準偏差１０．８％，結紮用ワイヤーの摩擦

力は平均１４４．２±３２．１gf，相対標準偏差２３．８％を

示し，結紮用モジュールを用いて生じる摩擦力

は，結紮用ワイヤーに対して有意に小さな値を示

した．また，術者間および術者内における不均一

性の比較においても有意に小さな値を示した．こ

れは，結紮用モジュールを用いた場合，結紮用ワ

イヤーに比べ安定した摩擦力が生じ，発生する摩

擦力が小さいことによると推察された．

０１６SS，０１６NiTi，０１７×０２５SSお よ び０１７×

０２５NiTiで，サンドブラスト未処理とサンドブ

ラスト処理で生じる摩擦力はそれぞれ，１２３．０±

５．１gfと２７０．５±１６．１gf，１５２．９±９．４gf と３５５．３

±１３．６ gf，１６３．７±８．０ gf と３７０．６±５．４ gf，

２３４．４±１１．９gfと４２３．６±１５．７gfを示し，全ての

ワイヤー種類でサンドブラスト処理ワイヤーはサ

ンドブラスト未処理ワイヤーに比べ有意に大きな

摩擦力を示した．これは，サンドブラスト処理を

ワイヤーに行うことで，ワイヤー表面性状が変化

し，ブラケット−ワイヤー間に生じる摩擦力が増

加したためと推察された．

【結論】

ワイヤーへのサンドブラスト処理および結紮用

モジュールによる結紮を用いることで，ブラケッ

ト−ワイヤー間に安定した摩擦力の増加による歯

の移動のための固定源の強化が得られることが示

された．
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